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7. ZrTe3の異方的超伝導転移
(1:序 論 )
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導率の温度変化Oは一次元系のゆらぎの理論 (MT+AL)で説明できる(図3)｡ この事か
ら次のようなモデルが考えられる｡ZrTe3の超伝導転移の際には,まずa軸方向に一次元的
なパスが形成され,そのパスに沿って超電導ゆらぎが起こる｡a方向の転移のmid-pointでrc
を定義すると,T>Tcではパス同士の Josephson結合が非常に弱く,b方向には抵抗の減少
は見られない｡T<Tcではパス同士の Josephson結合が強く成り,b方向に急激に抵抗が減
少するものと思われる｡さらに磁化率の実験結果を考慮する｡xdc は超伝導転移による定常的
な遮-い電流によって試料の外に排除される磁束に比例するが, xd｡に変化が見られない事か
ら,ZrTe3の超伝導はバルクな性質ではなく,低次元的なものと思われる｡ x｡Cに対応する遮
-い電流はJosephson結合をも流れうるが,その異方性は,超伝導遮-い電流の流れ方に依存
している｡ すなわち,前述のモデルのように一次元的なパスがα軸に平行であるとすると,磁
場をb方向に印加した場合は(xb),逮-い電流は ac面内を流れるが,a方向には超伝導パ
スに沿ってながれ,C方向にはパス間の Josephson結合によって流れる｡一方磁場をa方向に
印加すると(x｡),遮-い電流はbc面内を流れるが, A･Cいずれの方向でもJosephson結
合によって流れる｡Josephson結合の臨界電流は超伝導パ スに比べ小さいので,交流磁化率は,
xb>xaとなるはずである. xa｡の実験結果は,この予想と定性的に一致している｡
以上により,ZrTe3の超伝導は,主にa軸に平行な一次元的なものと思われる｡
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